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人口 と面 積( 61. 11. 1)
世 帯　225, 920
人 口　632, 917
男　320, 589
女　312, 328

面 積　53. 25km2
人口密度　11, 886/ km2
《月2 回( 5 日 、20 日) 発行 》

健康な暮らししてます か
特 集 成人病について考 える

健
康
は
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
、
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
。
昭
和
2
0
年
代
の
国
民
の
主
要
死
因
は
、
結
核
、
肺
炎
な

ど
の
感
染
性
疾
患
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ

り
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
今
で
は
、
三
大
成
人
病
と
い

わ
れ
る
、
が
ん
。
脳
卒
中
、
心
臓
訶
に
よ
る
死
亡
が
、
国
民
総
死

亡
の
6
0
%
を
超
え
て
い
ま
す
。
成
人
病
は
、
日
頃
の
生
活
習
慣
な

ど
が
要
因
で
、
4
0
歳
頃
か
ら
多
く
み
ら
れ
る
訶
気
で
す
。
人
生
8
0

年
時
代
を
迎
え
、
い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
ら
す
に
は
、
若
い
と
き

か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
だ
と
言
え
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
成
人
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

成
人
病
の

特

徴

年
を
と
る
と
と
も
に
、
病
気
と

は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
誰
も
が
体

に
衰
え
が
で
て
き
ま
す
。

成
人
訶
は
、
習
慣
柯
と
も
い
わ

れ
、
生
ま
れ
て
か
ら
の
生
活
様
式

(食
生
活
、
連
動
、
喫
煙
、
飲
酒

等
)
と
深
い
関
連
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ひ
そ
か
に
、
ゆ
っ
く
り

と
進
行
し
、
初
期
に
は
、
自
覚
症

状
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
定
期
的
に
健
康
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

ま
た
、
生
活
の
中
で
正
し
い
健
康

習
慣
を
続
け
る
こ
と
が
予
防
に
つ

な
が
る
ば
か
り
で
な
く
、
あ
る
程

度
は
進
行
を
遅
ら
す
こ
と
や
改
善

が
可
能
で
す
。

死
因
の
第
1
位
は

が

ん

三
大
成
人
病
の
総
死
亡
に
占
め

る
割
合
は
、昭
和
3
5年
4
4・
2
气
4
5

年
5
4・
7
%
、
5
5年
6
2・
O
%

と
増
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
6

年
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
ま

せ
ん
。

三
大
成
人
病
の
推
移
を
み
る

と
、
昭
和
2
6年
に
脳
卒
中
が
結
核

に
か
わ
っ
て
死
因
の
第
1
位
に
、
2
8

年
に
が
ん
が
2
位
に
、
3
3年
に

心
臓
病
が
第
3
位
と
な
り
、
2
0数

年
こ
の
順
位
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
5
6年
に
は
、
脳

卒
中
に
か
わ
っ
て
、
が
ん
に
よ
る

死
亡
が
第
1
位
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
5
9年
に
は
、
男
性
の

心
臓
訶
が
脳
卒
中
を
抜
い
て
第
2

位
と
な
り
ま
し
た
。

足
立
区
で
は
昭
和
5
2年
か
ら
、

が
ん
に
よ
る
死
亡
が
第
1
位
で
。

約
4
人
に
1
人
が
、
が
ん
で
死
亡

し
て
い
ま
す
。

が
ん
の
な
か
で
最
も
多
い
の
は

胃
が
ん
で
す
が
、
食
生
活
の
改
善

や
治
療
法
の
進
歩
、
検
診
に
よ
る

早
期
発
見
、
早
期
治
療
な
ど
の
総

合
的
な
結
果
で
近
年
減
り
始
め
て

お
り
、
2
0世
紀
末
に
は
ほ
と
ん
ど

ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
予
測
も
出
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
健
康
管
理
に

保

健

所

保
健

相

談

所

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今
年
行
っ
た
区
の
世
論
調
査
に

よ
る
と
、
成
人
訶
対
策
へ
の
要
望

は
、「
胃
が
ん
検
診
」
が
最
も
多
く
、

つ
い
で
「
高
血
圧
・
心
臓
柯
に
関

す
る
検
診
一
と
続
い
て
い
ま
す
。
3

位
、
4
位
も
「
子
宮
が
ん
に
¬
そ

の
他
の
が
ん
」
と
な
っ
て
お
り
、

成
人
祠
に
対
す
る
検
診
の
要
望
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

他
方
、
健
康
教
育
へ
の
受
諏
意

向
は
、「
高
血
圧
・
心
臓
祠
に
関
す

る
相
談
」
が
第
1
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
結
果
を
み
る
と
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
成
人
祠
に
対
す
る
関
心

が
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。区

で
は
、
こ
う
し
た
皆
さ
ん
の

要
望
に
応
え
る
た
め
、
保
健
所
、

保
健
相
談
所
を
中
心
に
成
人
鰐
対

策
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、

豊
か
な
社
会
生
活
を
送
る
た
め
の

基
本
で
あ
り
、
家
族
に
対
す
る
責

任
で
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
保
健
所
、
保

健
相
談
所
を
ご
利
用
に
な
り
、
あ

な
た
の
健
康
管
理
に
お
9
だ
て
く

だ
さ
い
。《
本
庁
舍
・
衛
生
部
健

康
管
理
課

　
眤
1
1
1
1
㈹
》

保
健
衛
生
事
業
あ
ん
な
い

3
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

昭和60年主要死因の割合
( 足立区)

目立つがん、心臓病の 増加 各成人病が総死亡に占める割合( %)

〔資料〕厚生省「人口動態統計」

三 大 成 人病 が 克 服されると寿命 は延 び る

40歳か らの体力 教室( 総 合ス ポーツセン ター)

成
人
病
を
防
ぐ
た
め
の

生

活

習

慣

足
立
区
医
師
会
会
長
　
富
井
信
明
さ
ん
の
お
話

成
人
病
は
4
0歳
前
後
に
起
こ

っ
て
く
る
病
気
で
、
主
な
も
の

は
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
で
す
。

昭
和
6
1年
6
月
厚
生
省
発
表
で

は
日
本
人
の
3
大
死
因
の
病
気

は
死
亡
数
の
順
で
み
る
と
、
が

ん
、
心
臓
柯
、
脳
卒
中
と
な
っ

て
い
ま
す
。

健
康
で
あ
る
こ
と
は
す
べ
て

の
人
の
願
い
で
す
。
生
涯
の
う

ち
で
も
っ
と
も
重
要
な
年
代
に

あ
る
大
が
病
気
に
か
か
る
と
い

う
こ
と
は
、
個
人
的
に
は
非
常

に
不
幸
で
あ
り
、
社
会
的
に
は

大
き
な
損
失
で
す
。
成
人
病
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
当

然
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

老
年
者
に
起
こ
っ
て
く
る
病

気
は
壮
年
期
に
そ
の
原
因
が
あ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
「
健
や
か
に
老
い
る
」

た
め
に
は
、
壮
年
期
に
健
康
で

あ
る
こ
と
、
健
康
を
害
し
た
場

合
は
で
き
る
だ
け
早
く
治
す
こ

と
が
大
事
で
す
。
す
な
わ
ち
、

成
人
病
対
策
が
陬
要
で
す
。

あ
る
軻
気
に
対
し
て
予
防
す

る
方
法
が
あ
れ
ば
。
な
に
よ
り

も
先
に
予
防
に
力
を
入
れ
る
の

が
常
道
で
あ
り
、
大
切
な
こ
と

で
す
。
成
人
病
に
つ
い
て
も
同

じ
で
す
。
成
人
病
を
日
常
生
活

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
防
い
で

い
く
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
第
一
に
生
活
の
リ
ズ
ム

を
自
分
な
り
に
設
定
し
、
こ
の

リ
ズ
ム
に
従
っ
て
生
活
す
る
こ

と
で
す
。
1
日
の
睡
眠
時
間
、

食
事
の
時
問
お
よ
び
内
容
、
仕

事
と
休
息
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
維

持
な
ど
。
と
く
に
食
事
に
つ
い

て
は
、
塩
、
砂
糖
、
脂
肪
の
取

り
過
ぎ
に
注
意
し
、
ま
た
飽
食

に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

近
年
の
繁
雑
な
社
会
の
中
に

あ
っ
て
、
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
に
叉
ド
レ
ス
"
が
あ
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
は
病
気
の
原
因

と
も
な
り
、
ま
た
悪
化
の
要
因

に
も
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解

消
の
た
め
に
は
、
自
分
に
合
っ

た
、
無
理
な
く
で
き
る
方
法
を

と
る
よ
う
に
し
ま
す
。例
え
ば
、

趣
味
を
生
か
す
、
散
歩
す
る
。

運
動
す
る
な
ど
。
重
荷
に
な
ら

な
い
程
度
で
。

酒
、
タ
バ
コ
も
問
題
で
す
。

酒
に
つ
い
て
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ
は
絶
対
に

い
け
ま
せ
ん
。
タ
バ
コ
は
「
百

害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
で
す
。

と
く
に
成
人
病
に
と
っ
て
喫
煙

は
禁
忌
で
す
。
そ
の
他
の
日
常

生
活
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

成
人
病
は
他
の
病
気
の
よ
う

に
無
自
覚
で
経
過
し
て
い
く
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
成
人
病
を

含
め
て
ど
ん
な
病
気
で
も
病
気

を
治
す
に
は
早
期
発
見
、
早
期

治
耀
か
重
要
な
条
件
で
す
。
早

く
異
常
を
み
つ
け
る
た
め
に
は

検
診
が
重
要
な
役
目
を
果
た
し

ま
す
。
少
な
く
と
も
1
年
に
1

回
は
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

小
中
学
校
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
審
議
会

1
0月
1
日
に
2
つ
の
部
会
を
設
置

足
立
区
で
は
、
児
童
(

小
学

生
)
・
生
徒
(
中
学
生
)

数
の

減
少
に
よ
り
、
学
校
間
に
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
、
教
育
上
の

問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
。
教
育
環
境
の
向

上
を
は
か
り
、
子
ど
も
た
ち
に

等
し
く
、
よ
り
艮
い
教
育
を
確

保
す
る
に
は

ぶ

校
規
模
と
学

校
配
尹

を
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
を
、
現
在
審
轟
会
で
検
討
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
2
月
2
8日

に
第
1
回
会
轟
を
閧
催
し
て
以

来
、
1
0
月
1
日
ま
で
に
7

回
閧

催
し
ま
し
た
。

1
0月
1
日
の
会
議
で
は
、
審

議
会
内
部
に
、
新
た
に
、
適
正

規
模
部
会
、
適
正
配
置
部
会
の
2

つ
の
専
門
部
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
部
会
で
は
、

よ
り
専
門
的
立
場
に
立
っ
て
効

率
的
に
検
討
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

委
員
数
は
、
い
ず
れ
も
1
7名
。

規
模
専
門
部
会
の
部
会
長
は
、

渡
辺
昭
彦
委
員
(
豊
橋
技
術
科

学
大
学
助
教
授
)
。配
置
専
門
部

会
会
長
は
、
小
島
重
次
副
会
長

(元
筑
波
大
学
教
授
)
で
す
。

審
議
期
間
は
2
年
間
を
予
定

し
て
お
り
、
審
議
結
果
に
つ
い

て
は
、
6
2年
5
月
頃
に
中
間
報

告
、
6
3年
舂
頃
に
教
育
委
員
会

に
最
終
答
申
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
基
本
的
な
考
え
方

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
よ

り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
を
、

与
え
ら
れ
た
条
件
の
な
か
で
可

能
な
限
り
満
た
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
規
模
の
大
き
す
ぎ

る
学
校
や
小
さ
す
ぎ
る
学
校
間

に
は
、
教
育
条
件
や
教
育
環
境

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
お
こ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
起
き
て
い
ま
す
。
審
議
会

で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
で
、「
子
ど
も
の
利
益
」
を
い

か
に
守
っ
て
い
く
か
、
ま
た
。

子
ど
も
の
教
育
環
境
の
公
平
性

を
、
大
人
社
会
の
責
任
と
し
て

ど
う
確
保
し
て
い
く
か
が
基
本

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
審
議
会
は
公
開
な
の
か

個
々
の
会
議
内
容
は
、
非
公

閧
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
審
議
内
容
が
外
部
の
影
響
に

よ
り
、
公
正
を
失
わ
な
い
た
め

に
と
っ
た
措
置
で
す
。

審
議
経
過
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
よ
う
に
委
員
合
意
の
も
と

に
、
適
宣
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

●
区
民
の
意
見
は

反
映
で
き
る
の
か

審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く

客
観
的
な
資
料
に
基
づ
い
て
。

審
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

必
要
が
あ
れ
ば
。
委
員
以
外

の
関
係
者
か
ら
直
接
意
見
を
聞

く
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

審
議
会
で
は
、
単
に
経
費
を

少
な
く
す
る
た
め
の
議
論
を
す

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
た
ち
の

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
す

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
広
く
意
見
を
聞
忝
な
が
ら

議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
務
第

一
課
学
区
城
調
整
担
当
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秋 の
叙 勲

区内関係者17 名 が受章

昭
和
6
1年
秋
の
叙
勲
で
、
区

内
在
住
お
よ
び
区
内
で
功
労
の

あ
っ
た
方
1
7名
が
、
晴
れ
て
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

区
の
叙
勲
者
祝
賀
会
が
、
1
1に月
2
7

日
に
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た

る
社
会
へ
の
功
労
に
対
し
、
区

長
が
感
謝
、
祝
福
し
ま
し
た
。

今
回
叙
勲
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)
　

▽
林
貞
一
(
7
0
歳
)
・・・
勲
四

等
旭
日
小
綬
章
・
通
産
行
政
事

務
功
労

▽
十
文
字
黴
(
7
7歳
)

・・・勲
五
等
双
光
旭
日
章
・
教
育

功
労

▽
池
上
次
男
(
7
7
歳
)

…
勲
五
等
瑞
宝
章
・
産
業
安
全

振
興
功
労

▽
須
山
久
次
郎

(
7
6歳
)
…
勲
五
等
瑞
宝
章
・

郵
政
事
業
功
労

▽
矢
島
正
次

(
7
1歳
)
…
勲
五
等
瑞
宝
章
・

薬
事
功
労

▽
稲
見
五
郎
(
7
0

歳
)
・・・
勲
六
等
単
光
旭
日
章
・

警
察
功
労

▽
佐
藤
三
治
(
7
0

歳
)
・
:
勲
六
等
単
光
旭
日
章
・

警
察
功
労

▽
小
林
治
良
(
7
7

歳
)
・
:勲
六
等
単
光
旭
日
章
・

ラ
ジ
オ
体
操
普
及
功
労

▽
遠

田
貴
美
子
(
6
0
歳
∵
:
勲
六
等

宝
冠
章
・
看
護
業
務
功
労

▽

市
川
次
郎
(
6
6
筬
)
…
勲
六
等

瑞
宝
章
・
厩
上
保
安
功
労

▽

奥
山
久
吉
(
8
7
歳
)
・
:勲
六
等

瑞
宝
章
・
郵
政
業
務
功
労

▽

今
泉
保
(
7
0
歳
∵
:

勲
七
等
青

色
桐
葉
章
・
響
察
功
労

▽
新

田
美
一
(
7
5
歳
)
・・・勲
七
等
青

色
桐
葉
章
・
郵
政
業
務
功
労

▽
森
田
幸
太
(
7
0
歳
)
…
勲
七

等
青
色
桐
葉
簟
・
警
察
功
労

▽
山
田
孝
一
(
6
2
歳
∵
:
勲
七

等
青
色
桐
葉
章
・
鉄
道
業
務
功

労

▽
嗄
本
子
之
助
(
6
2
歳
)

・
:勲
七
等
瑞
宝
章
・
環
境
衛
生

功
労

▽
近
屏
重
助
(
6
5
歳
)

…
勲
七
等
瑞
宝
章
・
矯
正
業
務

功
労

《

本
庁
舎
・
総
務
課
》
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公
表
し

ま
す

区
の
家
計
簿

昭和61年度上半期財政状況
本
区
の
財
政
の
実
態
を
区
民

の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
財
政
状
況

の
公
表
を
毎
年
2
回
、
6
月
と
1
2

月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
昭
和
6
1年一
上
半
期
(
4
月

～
9
月
)
に
つ
い
て
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
6
0年
度
決
算
に
つ
い
て

は
、
1
1月
5
日
咢
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
で
す
。

昭
和
6
1年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
4
月
2
0日
号
で
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
6
月
に
衆
議
院
議
貝
選
挙

な
ど
に
要
す
る
経
費
と
し
て
3

干
甕
万
円
の
補
正
を
行
い
1
千
3

億
2
千
槇
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
予
算
総
願
に
対
す
る

執
行
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

財政状況の公表における図・表は
昭和61年9 月30日現在のものです。 一 般 会 計

昭和61年度一般会計予算執行状況

国民健康保険特別会計

老人保健医療特別会計

特別 区債 の現在高
区 の篦 殷、 邏勗d 罎 などの 大贋 襴 な羣 設事 輿朞 には 、一 冊的 に多 貘の 町 曇を 必
要 と苓 るた め、 そ 戉廁 瀝禰允 に区 か艮用 にり たつ て働り 入 れる 跚金の 状 況 です 、

区有財産の現況

一時借入金
区が行う仕事で、一時的に資金が不足したとき、その不足を
補うために銀行などから借り 入れる資金です。
61年度上半期( 4 月1 日～9 月30日) には借り入れの必要は
ありませんでした。

区民一人当りの区民税負担と区支出額

東京都執行委任予算
( 東 原 茖 の 事務 事業 の 一 部を 都知 事 から 曼 任 を受 け て 区 が 行っ て い る もの で 苟。)

繰越予算の 執行状況
( 昭 珊10年度から岡和61年度へ繰薦された事業は次のとおり で寸。)

11月に オープ ンした郷 土博物館
( 大 谷田5- 20- 1)

福
祉

やさしいまち
育てよう

12月9 日は障害者の日

1
9
7
5
年
1
2月
9
日
は
、

国
連
総
会
で
一
障
害
者
の
権
利

宣
言

が
採
択
さ
れ
た
日
。
わ

が
国
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
1
2

月
9
日
を
「
瞬
害
者
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
も
う
一
度
障
害
者
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

障
害
者

を

と
り
ま
く
問
題

障
害
を
も
つ
人
も
、
障
害
を

も
た
な
い
人
と
同
じ
よ
う
に
、

一
人
の
人
間
と
し
て
最
大
限
に

尊
重
さ
れ
、
平
等
な
機
会
や
普

通
の
市
民
生
活
を
営
む
権
利
が

保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
社
会

は
、
障
害
を
も
た
な
い
人
を
中

心
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。た

と
え
ば
、
建
物
や
交
通
機

関
な
ど
が
身
体
の
不
自
由
な
人

に
と
っ
て
た
い
へ
ん
利
用
し
に

く
い
た
め
、
外
出
が
困
難
で
あ

る
と
い
う
問
題
か
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
働
く
場
所
が
な
か
な

か
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。
障
害
を
も
っ
て
い
て
も
、

そ
の
状
況
に
応
じ
た
場
が
得
ら

れ
れ
ば
、
卜
分
能
力
を
発
揖
で

き
る
の
で
す
が
、
強
く
就
労
を

希
望
し
な
が
ら
、
か
な
え
ら
れ

な
い
場
台
が
多
い
の
で
す
。

さ
ら
に
は
、
心
の
壁
と
も
い

う
べ
責

障
害
を
も
つ
人
へ
の

無
理
解
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の

人
び
と
の
理
解
や
協
力
が
あ
れ

ば
、
ど
れ
ほ
ど
み
ん
な
暮
ら
し

や
す
い
社
会
に
な
る
で
し
ょ

う
。と

も
に
住
み
よ
い

社

会

を

平
均
寿
命
が
延
び
高
齢
化
社

会
が
進
む
に
つ
れ
て
、
脳
卒
中

の
浚
遺
症
な
ど
に
よ
る
諭
害
が

ふ
え
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故

や
労
働
災
害
な
ど
に
よ
る
障
害

が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

障
害
者
問
題
は
、
他
人
の
問

題
で
は
な
く
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
と
て
も
身
近
な
問
題
で

す
。区

で
も
先
ご
ろ
、
国
際
障
害

者
年
足
立
区
行
動
計
画
の
後
期

計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
障
害
者
問
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
に
は
区
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
必
要
で
す
。
み
ん
な

で
力
を
あ
わ
せ
て
、
と
も
に
庄

み
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。《

障
害
福
祉
課
》

あ
な
た
も

〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
〟

し
て
み
ま
せ
ん
か

区
で
は
こ
の
た
び
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
読
本
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
よ

を
作
成
し

ま
し
た
。
編
集
に
は
障
害
者
や

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
先
生
方
の
協

力
を
得
て

、
障
害
者
へ
の
手
助

け
の
方
法
や
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

勳
紹
介
な
ど
、
内
容
も
パ
ラ
エ

テ
ィ
に
窈
ん
で
ぃ
ま
す
。

あ
な
た
も
一
冊
手
に
と
っ

て

、
。ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ア
ド
ペ

ン
チ
ャ
ー
し

て
み
ま
せ
ん
か

。

発
行
1
2
月
上
旬
予
定

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
課

　
眤
1
1
1
1
㈹

仲
間
の
ふ
れ
あ
い

見
つ
け
た
生
き
が
い

足
立
区
高
齢
者
事
業
団

会
員
募
集
中

足
立
区
高
齢
者
事
業
団
は
、

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
今
ま

で
の
経
験
や
体
力
に
応
じ
た
仕

事
を
通
し
て
、い
き
が
い
発
見
、

健
康
の
維
持
、
ま
た
社
会
参
加

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公

茲
的
、公
共
的
性
咯
を
持
つ
団

体
で
す
。

区
内
で
は
、
千
迦
名
近
く
の

会
貝
か
登
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

事
業
団
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
み
な
さ
ん
、
仲
間
と

い
っ
し
ょ
に
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
会
で
き
る
方

区
内
に
お
住

い
の
お
お
む
ね
6
0歳
以
上
の

方

入
会
時
必
要
な
物

▽
写
真
2

枚

▽
印
か
ん

▽
会

費
(

年
額
瞋
円
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
X
高

齢
者
亊
業
団
(
西
保
木
閧
-
1
8
1

う乙

　
8
5
9う乙
5
6
1
)

募
集
し
ま
す通

所
訓
練
希
望
者

身
体
の
障
害
の
た
め
日
常

の
生
活
な
ど
で
お
困
り
の
方

に
、
障
害
を
克
服
す
る
た
め

の
リ
(
ビ
リ
訓
練
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
通
所
訓
練
等

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
8
8
3
6
1
7
1
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汚 れ て
い ま せ ん か

お部屋の空気
暖
房
器
具
を
使
用
し
て
い
る

時
。
皆
さ
ん
の
家
で
は
窓
を
し
め

き
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

暖
房
器
具
、
特
に
開
放
型
の
石

油
・
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
、
空
気
中

の
酸
素
を
燃
や
し
て
室
内
を
温
め

て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
炭
酸
ガ
ス

を
出
し
て
窒
内
の
空
気
を
汚
し
て

い
ま
す
。
長
時
間
の
使
用
に
よ
っ

て
、室
内
の
酸
素
か
減
り
不
完
全

燃
焼
を
起
こ
し
、
有
毒
な
一
酸
化

炭
素
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
酸
欠
状
態
と
い
い
、

人
の
生
命
を
奪
う
な
ど
思
わ
ぬ
事

故
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。1

時
間
に
1
回
は換

気
を

最
近
の
家
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
な

ど
に
よ
り
気
密
性
が
高
く
、
す
き

ま
風
な
ど
に
よ
る
自
然
の
換
気
量

が
少
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で

、
暖
房
器
貝
を
使
用
す

る
時
に
は
寒
い
か
ら
と
い
っ
て
閉

め
き
ら
ず
に
、
最
低
1
時
間
に
1

回
は
換
気
爾
を
回
す
か
、
窓
を
閧

け
て
新
鮮
な
空
気
を
入
れ
替
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

乾
燥
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

冬
の
空
気
は
乾
燥
し
て
お
り
、

暖
房
に
よ
り
さ
ら
に
吃
燥
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。こ
の
結
果
、の

ど
や
気
管
の
粘
膜
を
い
た
め
や
す

く
、
風
邪
の
感
染
の
原
因
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。ス
ト
ー
ブ
の

上
に
蒸
発
皿
を
お
い
た
り
、
加
湿

器
な
ど
の
使
用
で
十
分
な
湿
度
を

保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
呉
を
使
用
し
て
い
て
、

炎
の
色
、
形
、
臭
い
に
異
常
を
感

じ
た
ら
、
早
め
に
改
善
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
こ
の
冬
に
暖
房
器
具
を

購
入
す
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
室

内
の
空
気
豪
よ
ご
さ
な
い
器
具
を

選
ぶ
よ
う
に
心
掛
け
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。《

足
立
・
千
住
保
健
所
》

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央本町保健 相談所 　880- 5351

消
費
者
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

テ
レ
ホ
ン
　
8
7
0
1
3
0
1

〝幸
せ
〟
が
お
金
で
?

気
を
つ
け
よ
う
!

開
運
商
法

A
「
こ
の
っ
ぽ
を
賈
う
と
先
祖
の

供
曩
に
な
り
、
幸
運
が
開
け
ま

す
よ
」

B
「
え
ひ
‥

あ
な
た
は
う
ち
の
先

祖
を
ご
ぞ
ん
じ
な
ん
で
す
か
9

・
」

A
「
い
ぇ
知
り
ま
せ
ぺ

う
ら
な

い
に
そ
う
で
て
い
る
ん
で
す

よ
J

B
「
あ
な
た
が
う
ら
な
い
で
ぐ
る

な
ら

、
私
は
か
わ
な
い
で
い
き

ま
す

」

「
は
ん
こ
の
印
相
が
悪
い
」
と

3
0万
円
の
印
か
ん
セ
ッ
ト
や
「
幸

せ
に
な
れ
る
」
と
2
0
0万
円
も
す
る

つ
ぼ
を
賈
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
苦
情
相
談
が
最
近
増
え
て
い

ま
す
。

繻
気
や
生
活
へ
の
不
安
を
巧
み

に
あ
お
ら
れ
、
つ
い
高
額
な
契
約

を
し
て
し
ま
い
、
支
払
い
に
困
っ

た
り
、
か
え
っ
て
そ
の
こ
と
で
家

庭
の
不
和
を
招
い
て
し
ま
う
よ
う

な
こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
。

男
気
が
ち
な
方
、
悩
み
を
お
持

ち
の
方
、
ひ
こ
り
暮
ら
し
の
方
が

特
に
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ

し

ご
注
意
を
!
　

あ
な
た
を
ね
ら
う

も
う
け
話

「
き
の
う
の
豊
田
が
、
き
ょ
う
飛

鳥
、
あ
す
は
は
た
し
て
…
…
」　

昨
年
、
金
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
の

ま
が
い
物
商
法
で

、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
た
「
豊
田
商
事
」
の

元
社
員
た
ち
が
、
今
年
の
初
め
に

酊
外
市
場
を
名
目
に
し
た
「
飛
鳥
」

で
暗
躍
、
さ
ら
に
最
近
で
は
「
空

売
り
」
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
抵

当
証
券
に
も
、
影
を
見
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。

豊
田
商
事
の
よ
う

に
一
度
金
を
売
り
、

そ
れ
を
預
か
り

〝も

う
け
さ
せ
ま
す
よ
‘

と
い
う
商
法
に
は
、

新
し
い
法
律
が
で
き

て
規
制
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し

、
法
律
で
指
定
し
た
商

品
以
外
に
規
制
は
な
く
、
悪
徳
セ

ー
ル
ス
マ
ン
た
ち
は
、
あ
の
手
こ

の
手
で
規
制
を
く
ぐ
り
抜
け
、
忍

び
よ
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

預
金
利
子
の
ど
ん
ど
ん
下
が
る

時
代
、
も
う
け
話
は
魅
力
に
聞
こ

え
ま
す
。
で
も
、
う
ま
い
話
に
は

思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

も
う
け
話
は
「
も
う
け
っ
こ
う
」

悪
徳
セ
ー
ル
ス
追
放
に
、
は
っ
き

り
言
い
ま
し
ょ
う
「
断
る
」
と
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
3
)

徳
川
幕
府
は
、
民
衆
分
断

支
配
の
た
め
に
賎
民
制
度
を

つ
く
り
ま
し
た
。こ
の
賎
民

硬
制
と
し
て
、
関
東
一
円
を

支
配
し
て
い
た
の
が
弾
左
衛

門
で
す
。
弾
左
衛
門
は
、
代

代
世
襲
で
江
戸
に
大
き
な
居

を
か
書
尺
、
そ
の
生
活
は
1

千
石
ク
ラ
ス
の
旗
本
、
あ
る

い
は
1
万
石
の
大
名
に
う
か

い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

幕
府
は
慶
応
2
年
の
第
2

次
長
州
征
伐
に
、
部
落
の
人

々
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
、

弾
左
衛
門
の
配
下
の
人
々
多

数
を
動
員
し
、
軍
夫
と
し
て

大
阪
に
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
抗
し
て
、
長
州

庸
で
も
、
百
姓
、
町
人
の
勢

力
を
結
集
し
た
奇
兵
隊
を
中

心
と
す
る
諸
隊
を
編
成
し
て

戦
い
ま
し
た
。
こ
の
諸
隊
に

は
部
落
の
人
々
も
動
貝
し
ま

し
た
。
部
落
の
人
々
は
維
新

団
や
一
新
組
な
ど
の
諸
隊

で
、
幕
府
軍
と
最
前
線
で
戦

い
、
と
く
に
芸
州
囗
の
戦
い

で
は
幕
府
軍
の
精
鋭
部
隊
を

破
る
な
ど
花
々
し
い
功
碵
を

た
て
て

、
長
州
鴈
ば
か
り
か

幕
府
軍
を
も
驚
か
せ
ま
し

た
。し
か
し

、こ
の
部
落
の
人

々
の
登
用
は

。
本
質
的
に
は

長
州
藩
が
そ
の
政
治
的
軍
事

的
危
機
に
際
し
、
部
落
の
暦

在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

ぷ
つ
と
し
た
も
の
で
し
た

。

こ
の
さ
な
か
に
幕
府
は
、

長
州
征
伐
に
功
が
あ
っ
た
と

い
う
理
由
で

、
弾
左
衛
門
と

そ
の
直
接
の
手
下
の
6
0数
人

だ
け
を
平
人
に
引
章
上
げ
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
多
く
の
部
落

の
人
々
は
解
放
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
戦
い
が
長
州

の
勝
利
に
終
る
と
、
部
落
の

人
々
が
期
待
し
た
よ
う
な
身

分
解
放
が
約
束
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

こ
の
長
州
征
伐
の
失
敗
は

幕
府
に
と
っ
て
大
打
撃
と
な

り
、
つ
い
に
翌
慶
応
3

年
、

薩
長
両
鴈
を
中
心
と
す
る
討

幕
運
動
が
お
こ
り
、
幕
府
の

崩
壊
に
つ
な
か
っ
て
い
き
ま

し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対

策
相
当
へ
。

国
民

年

金

保
険
料
の
免
除

期
間
の
あ
る
方
へ

追
納
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

経
済
的
な
事
情
や
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
受
給
に
よ

り
、
保
険
料
納
付
の
免
除
を
受

け
て
い
た
期
間
(
免
除
期
間
)

は
、
過
去
1
0年
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

免
除
期
間
は
、
そ
の
期
間
の

年
金
額
が
3
分
の
I
に
減
額
さ

れ
ま
す
が
、
追
駟
す
る
こ
と
に

よ
り
免
除
期
間
が
納
付
期
間
と

な
り
ま
す
の
で
減
額
さ
れ
ま
せ

ん
。免

除
さ
れ
て
か
ら
1
0年
以
内

に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
£
吶
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
係

　
痂
5
1
5
1

保
険
料
の
お
支
払
い

は
口
座
振
替
で

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
あ

な
た
の
預
金
囗
座
か
ら
自
勳
的

に
納
付
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、
預
金
囗
座
が
あ

る
銀
吁
、
信
用
金
廈
、
信
用
組

合
、
晨
協
の
窓
囗
へ

。

持
参
す
る
も
の

年
金
于
帳
、

預
金
通
帳
、
取
引
印
か
ん

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
係

　
凶
5
1
5
1

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
な
ど
は

国
民
年
金
お
よ
び
厚
生
年
金

を
受
紿
し
て
い
る
方
で

、
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き
(
庄
罟
表
示

も
含
む
)
や
、
銀
行
、
郵
便
暘

を
変
え
た
と
き
は
、圧

所
・
支

払
機
閲
変
更
届
」(
(
ガ
キ
)
を

社
会
保
険
庁
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
変
更
届
は
、
次
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。

▽
国
民
年
金
…
区
・
中
央
本
町

庁
舎
国
民
年
金
課

▽
厚
生
年

金
・・・
足
立
社
会
保
険
事
務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

給
付
係

　
刪
5
1
6
1

生
活
相
談

縦
覧
し
て
い
ま
す

神
明
三
丁
目
地
区
計
画
の

都
市
計
画
決
定

お
よ
び
変
更

都
と
区
で
は
、
神
明
三
丁
目

地
区
に
お
い
て
地
区
計
画
の
決

定
と
、
用
途
地
域
、
防
火
地
域

お
よ
び
凖
防
火
地
域
の
変
更
を

し
ま
し
た
。

都
市
計
画
決
定
・
変
更
地
区

神
明
三
丁
目
地
区
(
神
明
三

丁
目
お
よ
び
六
木
三
丁
目
各

地
内
)

告
示
年
月
日

昭
和
6
1年
1
2月

縦
覧
場
所

都
・
都
市
計
画
局

相
談
情
報
課
、
区
・
本
庁
舎

都
市
計
画
課

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市
計

画
課

　
眤
1
1
1
1
㈹

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を

新
築
さ
れ
た
方

住
罟
表
示
整
臠
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
閠
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
こ
の
届
け
出
か
な
い
と

庄
所
が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、

転
入
等
の
手
続
が
で
き
ま
せ

ん
。
届
け
出
に
は
、
建
築
確
認

書
一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
。

住
罟
表
示
匳
　
凶
5
0
3
1

お
知
ら
せ

仲間
に な り ま せん

か

J OI N
働く人がジョ イン卜して 大きな

権利

足立区勤労者共済会

ば
内
中
小
企
業
の
皆
さ
ん

に
大
企
業
な
み
の
福
利
厚
生

を
"
と
発
足
し
た
共
済
会
も
4

年
目
を
迎
え
、
会
員
は
、
4
千

剳
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

勳
く
人
の
心
と
か
ら
だ
の
健

康
を
考
え
る
共
済
会
に
ぜ
ひ
、

入
会
し
ま
し
ょ
う
。

□
事
業
内
容

▽
各
種
祝
金
、

見
舞
金
を
給
付

▽
旅
館
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
、
遊
菌
地
、
映

圃
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
利

用
創
引

▽
生
活
賢
金
の
貸

付
あ
っ
せ
ん

▽
月
刊
ニ
ュ

ー
ス

、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

を
配
布

入
会
で
き
る
方

▽
区
内
の
中

小
企
業
(
従
業
貝
瓸
人
以
下
)

に
勵
い
て
い
る
方
(
事
業
主
、6

ヵ
月
以
上
の
パ
ー
ト
も
含

む
)
▽
区
内
に
居
住
し

、
区

外
の
中
小
企
業
に
勣
め
て
い

る
方

費
用

ひ
と
り
に
つ
き
入
会
金

釼
円
、
会
費
月
額
迦
円

申
込
・
問
合
せ
先

勣
労
者
共

済
会
事
筋
祕
(
本
庁
舎
・
動
労

福
祉
係
　
呎
1
1
1
1

㈹
)

家
内
労
働
者
の
方
へ

労

災

保

険

特
別
加
入
奨
励
金

区
で
は
、危
険
有
害
作
業
(
有

機
溶
剤
を
使
用
す
る
作
業
や
金

羈
プ
レ
ス
加
工
な
ど
)
に
従
事

し
て
い
る
家
内
労
勳
者
の
方
々

が
、
一
人
で
も
多
く
労
災
保
険

に
特
別
加
入
し

、
万
一
の
場
合

に
庸
え
ら
れ
る
よ
う
加
入
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す

。

対
象

咀
立
区
内
に
居
住
し
て

い
る
方
で

、
す
で
に
労
災
保

険
に
特
別
加
入
し

、
保
険
料

を
完
納
し
て
い
る
方
(

昭
和
5
9

・
6
0年
度
に
奨
励
金
を
交

付
さ
れ
た
方
を
澡
く
)

奨
励
金
額

納
付
し
た
保
険
料
(
6
1

年
度
分
)
の
3
0
%
相
当
額

申
込
方
法

家
内
労
勳
者
が
組

峨
す
る
団
体
ま
た
は
事
務
組

合
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

勤
労
福
祉
係

　
鯉
1
1
1
1

㈹
1
2月
の
安
売
り
デ
ー

□
青
果
物
1
2

月
1
7日
(
水
)
・・・

黄
緑
の
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店

□
魚
1
2

月
1
9日
(
金
)
・・・
齊
い

ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店

主
催
足
立
区
青
果
物
安
売
り

デ
ー
S
議
会
、関
東
水
産
物

商
菓
協
同
變
=
西
薪
丼
支
部

・
千
住
支
部

後
援

足
立
区

《
中
央
本
町
庁
舎
・
経
済
課
》
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募
集・催
し
も
の

成
人
の
日
の
集
い

成
人
の
日
の
集
い
煢

來
年
1

月
1
5日
に
次
の
二
会
場
で
行
い
ま

す
。

対
象

昭
和
4
1年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
4
2年
4
月
1
日
の
閧
に
生

ま
れ
た
方
(
采
年
の
年
賀
状
で

ご
案
内
し
ま
す
)

地
区
別
会
場

▽
産
業
振
興
朗
・
:午
前
1
0
時
3
0

分
開
式
(
千
住
・
小
れ
・
宮
城

・
新
田
地
区
に
お
住
ま
い
の

方
)

▽
文
化
会
館
…
午
前
1
0時
3
0分

閧
式
(
荒
川
以
北
の
国
道
4
号

線
か
ら
西
側
に
お
住
ま
い
の

方
)

▽
文
化
会
館
…
午
後
1

時
3
0分

閧
式
(
荒
川
以
北
の
国
道
4
号

線
か
ら
東
側
に
お
住
ま
い
の

方
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文
化
係

　
靦
1
1
1
1

㈹

手

芸

教

室

日
時
1

月
～
3
月
の
第
2
・
4

土
曜
日
午
唆
1
時
か
ら

場
所

老
人
会
館

対
象

印
歳
以
上
の
区
民

内
容

は
り
絵
そ
の
他
の
作
り
方

を
教
え
ま
す

定
員
3
0
名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

直
接
窓
囗
か
電
話

申
込
期
限
1
2
月
H
日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館
(

西
保
木
間
4
-
9
1
1

　
8
5
9
9
7
3
2
)

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一
般
投
映
(
1
2月
分
)

日
時

毎
週
土
曜
日
・
:午
後
2

時
、3
時
3
0分
か
ら
(
2
回
)

場
所

教
弯
セ
ン
タ
ー

題
名

冬
の
星
座

内
容

冬
の
星
座
の
探
し
方
と
、

ふ
た
ご
座
流
星
群
に
つ
い
て
、

お
話
し
ま
す
。

定
員
2
3
0
名
(

各
回
先
普
順
)

費
用

▽
1
5歳
以
下
…
無
料

▽
1
6歳
以
上
・・・
1
0
0
円

問
合
せ
先

敦
育
セ
ン
タ
ー

　
9
8
8
0
1

手
芸
教
室

日
時
1
2
月
1
0日
(
水
)
午
唆
1

時
～
4
時

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

内
容

七
宝
焼
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
の
女
性

定
員
3
0
名

費
用

鴎
円
か
ら

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー

　
6
0
5
7
1
0
1

花
畑
セ
ン
タ
ー

冬
の
婦
人
教
室

□
陶
芸
教
室

日
時
1

月
1
3日
・
2
7日
、2
月
3

日
・
1
7日
、3
月
3
日
、
い

ず
れ
も
火
曜
日
、
午
前
1
0時
～

正
午

費
用

齒
円
(
5
回
分
材
料
費
)

定
員
2
0

名

□
料
理
教
室

日
時
1

月
1
6日
・
3
0日

、2
月
1
3

日
・
2
7日
、3

月
1
3日
、
い

ず
れ
も
金
曜
日

、
乍
後
2
時
～
4

時
3
0分

費
用
2

千
溺
円
(
5

回
分
材
料

費
)

定
員

釦
名

対
象

い
ず
れ
も
区
内
在
住
・
在

動
の
婦
人
で
全
日
程
穆
加
で
き

る
方

申
込
方
法

住
復
は
か
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
弓
、

希
望
す
る
教
室
名
1
つ
(
I

教

室
に
1
人
1
枚
に
限
る
)
を
記

入
の
う
え
申
し
込
一
み
の
こ
と
(

申
し
込
一み
多
数
の
塲
白
は
抽

選
)

申
込
期
限
1
2

月
1
1日
(
当
日
消

印
有
勧
)

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ

ー
(
〒
剛
花
畑
4
-
1
6
-
1
3

　
M
2
6
1
7
)

あ
ん
ぐ
る

3 年連続 ( 小学生の部)
足 立 の 珠 算 チ ャ ン ピ オ ン

早 川 未 華さん
1
1‥月
9
日
の
足
立
区
珠
算
教

育
振
興
会
、
区
・
教
育
委
貫
会

共
催
の
足
立
区
珠
算
競
技
大
会

で
早
川
栄
華
さ
ん
(
花
畑
一
丁

目
在
住
、
渕
江
第
一
小
学
校
6

年
生
)
が
小
学
校
の
部
で
優
勝

に
ま
し
た

。

小
学
1
年
生
の
頃
か
ら
珠
算

を
習
い
初
め
、
め
き
め
き
腕
を

上
げ
、4
年
生
の
時
か
ら
3
年

連
纃
、
同
大
会
に
級
勝
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
珠
算
大
会
で
も
禾
華

さ
ん
は
、
国
レ
ベ
ル
で
の
大
会

で
上
位
入
賞
し
て
い
る
経
験
を

も
ち
自
信
が
た
っ
ぷ
り
で
し

た
。ソ

ロ
バ
ン
の
ほ
か
に
、
未
華

さ
ん
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
ひ
い

た
り
、
絵
を
か
い
た
り
す
る
の

が
得
意
で

、
学
校
で
臚

四
楽
と

図
工
が
大
好
き
だ
そ
う
で
す
。

『
こ
ま
か
く
手
を
助
か
t

』

と
が
で
き
る
素
質
が
あ
る
こ
と

に
加
え
て
、
練
習
熱
心
で
、
根

性
が
あ
り
、
勝
負
強
い
子
で

す
。
」と
指
導
の
先
生
が
コ
メ
ン

ト
し
て
ぐ
れ
ま
し
た
。

今
は
や
り
の
フ
ァ
ミ
コ
ン
に

つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
「
結

果
が
す
ぐ
で
て
ソ
ロ
バ
ン
の
よ

う
に
頭
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
が

な
い
か
ら
き
ら
い
で
す
ご
と
答

え
ま
し
た
。

栄
華
さ
ん
の
よ
う
な
そ
ろ
ぱ

ん
を
習
う
子
裝
た
ち
は
今
日
も

あ
ち
こ
ち
の
塾
や
学
校
で
地
味

な
練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

何
か
と
い
元
ぱ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
い
う
現
代
で
も
、
ソ
ロ

バ
ン
が
子
供
達
の
礼
儀
作
法
や

判
断
力
を
養
う
た
め
に
効
果
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
静
か
な
ブ

ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第36回区 民 駅伝大 会
日
時
1

月
2
5日
(
日
)
、
午
前
8

時
3
0分
ま
で
に
受
け
付
け
す
る

こ
と
(

荒
天
の
場
合
は
2
月
8

日
に
順
延
)

コ
ー
ス

荒
川
网
川
敷
右
庠

♀

住
新
僑
グ
ラ
ン
ド
～
扇
大
僑
の

避
難
道
路
)

集
合
場
所

千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格

区
内
在
庄
・
在
勤
・

在
学
者

チ
ー
ム
編
成
・
距
離

《

男
子
》

▽
一
般
の
部
お
よ
び
高
校
・
学

生
の
部
…
監
督
1
名
、
選
手
5

名
、
補
欠
2
名
、
I
人
5
冫
び

▽
中
学
の
部
・
:
監
督
1
名
。
選

手
6
名
、
禰
欠
2
名
、
I
人
4

冫
む

※
一
般
の
部
に
は
大
学
・
高
校
生

は
出
塒
で
き
ま
せ
ん
。

《
女
子
》

▽
一
般
・
高
校
の
部
お
よ
び
中

学
の
部
…
監
督
1
名
、
選
手
5

名
、
補
欠
2
名
、1
人
3
冫
じ

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
(
体
育

課
に
あ
り
)
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
匱
接
ま
た
は
郵
送
で
申

し
込
む
こ
と

申
込
期
限
1
2

月
2
0
日
(
土
)
正

午
(
必
呑

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課
(
〒
1
2
0千
住
1
・
4
-
1
8

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
へ

◆
教
育
相
談
室

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
皎

に
行
く
の
が
い
や
た
と
か
、
落

ち
著
き
が
な
い
な
ど
、
お
子
さ

ん
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
に
つ
い
て
、
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
教
職
経
験
豊
か
な
相

談
頤
が
、
そ
の
悩
み
に
つ
い
て

相
該
を
受
け
ま
す
。

▽
面
接
に
よ
る
相
談
(
予
約
)

日
時

月
曜
日
～
七
隧
曰
(

祝

囗
を
除
く
)

午
前
9
時
～
午

後
5

時
(
た
だ
し
、
土
曜
日

は
正
午
ま
で
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー
教
弯
相

談
室

　
翻
9
5
3
1

◎
教
育
相
談
東
部
分
室

日
時

月
曜
日
～
金
曜
日
(
祝

日
奮
淮
く
)

場
所

北
三
谷
小
学
校
内

6
2
0
5
9
0
0

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密

を
守
り
ま
す
。

▽
電
話
に
よ
る
相
談

日
時

火
曜
日
～
金
曜
日
(
祝

日
を
除
く
)
T

前
1
0時
～
午

浚
4
時

電
話
番
号

　
捌
7
8
6
7
(
(
(

ヨ

ナ
ヤ
ム
ナ
)

お

知
ら
せ

休
館
日
臨
時
変
更

区
立
図
J
‥館
で
は
、
「
毎
月
川

月
」
を
図
再
の
整
理
日
と
し
て
休

館
し
て
い
ま
す
か
今
年
1
2月
1
4
H

は
日
曜
日
で
す
の
で
開
館
す
る
こ

と
と
し
休
館
を
左
記
の
と
お
り
臨

時
変
更
し
ま
す

。

臨
時
休
館
日
1
2

月
1
6日
(
火
)

問
合
せ
先

中
央
図
河
館

　
川

勤
労
青
少
年
寮

入
寮
者
募
集

場
所

千
住
桜
木
2
-
1
5
1
1
-
1
0
1

施
設
内
容

居
室
(
個
室
1
1・
7

平
方
ご
)
ほ
か

入
寮
資
格

▽
都
内
の
中
小
企
業

に
動
務
す
る
1
5歳
以
上
2
8歳
未

爾
の
単
身
男
子

T
申
込
凵
前
3
ヵ
月
の
罕
均
月

収
が
1
5万
円
以
ド

入
寮
予
定
人
員

若
千
名
(
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

使
用
料

月
額
5
千
迴
円
(
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
料
別
)

※
申
込
用
紙
は
、
動
労
6
祉
係
、

お
よ
び
勤
労
青
少
年
寮
に
あ
り
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
動

労
福
祉
係

　
8
8
2
-
1
1
1㈹

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
I
S
集
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
投
稿
規
程
】

サ
ー
ク
ル
情
報
、
催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
宮
利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
、

投
稿
内
容
が
不
備
の
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
衿
順
/

―
団
体
I
事
業
と
し
て
3

ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、

費
用
(

金
額
・
使
途
)
、
電
話
連
絡
先
(

塵
)
を
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載

後
の
肖
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
切
り
は
、
発
行
日
1

ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
佳
1
-
4
-
1
8
)

=
催
し
物
=

☆
ぴ
～
す
D
E

わ
っ
し
ょ
い

(第
2
4回
若
人
の
祭
典
)
/

毎

年
行
な
う
酉
年
の
お
祭
り
と
し

て
地
域
に
根
つ
い
て
い
ま
す
/
1
2

月
6
日
(
前
夜
祭
)
、
午
後
6

時
～
9

時
、1
2月
7
日
(
本
祭

・
後
夜
祭
)
、午
前
9

時
～
午
後
9

時
/

青
年
館
/
サ
ー
ク
ル
の

発
表
、
展
示
、
人
形
劇
、
蠑
擬

店
、
バ
ザ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
/

無
料
/
7

鈴
木
(

足
立
サ
ー

ク
ル
J
z
‥
)
　
湎
1
4
6
7

☆
足
立
子
ど
も
劇
場
会
員
募

集

観
子
で
生
の
舞
台
を
見
て

い
る
会
で
す
/
1
2月
2
6日
、
午

唆
2
時
3
0分
と
午
険
6
時
か
ら
2

回
/
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
/
足

立
文
化
会
館
/
年
4
回
観
劇
あ

り
。
他
に
キ
ャ
ン
プ
、(
イ
キ

ン
グ
な
ど
あ
り
/
入
会
金
甕

円
、
月
額
瞋
円
/
▽
内
薦
　
嵋

=
募

集
=

☆
手
あ
み
ニ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル

木
曜
日
(
月
4
回
)
/
午
前
9

時
3
0分
I
正
午
/
舎
人
社
会
教

育
館
/
月
額
2
千
5
0
0円/
▽
林

　
郤
7
9
5
7

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

(ル
ン
ル
ン
会
)

若
人
、
中

高
年
主
婦
向
/
一
緒
に
体
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
/

毎
週
金

曜
日
(
月
4
回
)
/

午
後
6
時
3
0

分
～
8

時
/
中
央
本
町
体
育

館
ま
た
は
そ
の
周
辺
/
入
会
金
2

千
円
、
月
碩
3

千
円
/
∵
人

塚
　
6
2
9
4
5
4
6

☆
籘
工
芸
サ
ー
ク
ル
(

初
心

者
)

毎
月
第
2

・
4
月
曜
日

午
前
1
0時
～
正
午
/
青
年
館
/

月
額
千
襄
円
(
材
料
費
別
)
/

▽
近
内
　
鯲
6
6
7
2

☆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

針

と
糸
の
好
き
な
方
に
小
物
か
ら

作
り
ま
す
/
肓
週
水
曜
日
、
午

前
1
0時
～
正
午
/
森
泉
宅
(
梅

島
l
r

目
)
/

月
額
3
千
円
/

▽
森
泉
　
Ⅲ
4
0
9
2

☆
亀
有
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
6

チ
ー
ム
で
早
朝
リ
ー
グ
を
つ

く
り
、
江
戸
川
、
葛
飾
の
グ
ラ

ン
ド
で

練
習
・
試
合
を
行
な

う
。
禾
経
験
者
大
歓
迎
/

毎
日

曜
日
/
▽
倉
島
霓
一
』
4
6
7
2

☆
話
し
方
サ
ー
ク
ル

人
前

で
話
せ
る
よ
う
に
勉
強
し
ま
せ

ん
か
/
第
2

・
4
金
曜
日
、
午

後
7
時
I
9

時
/
東
部
セ
ン
タ

ー
/
入
会
金
千
円
、
会
費
千
5
0
0

円
/
▽
伊
藤
　
蚓
4
2
2
4

☆
柳
古
流
(
い
け
花
)

優

月
第
1
・
2
・
3
火
曜
日
、
午

前
1
0時
～
正
午
/
東
和
社
会
教

育
館
/
月
額
2
千
円
(
花
別
)
/

初
心
者
歓
迎
/
▽
斉
藤
一
1
6
2
9

☆
空
手
道
会
員
募
集

防
具

を
つ
け
て
の
練
習
で
す
/
毎
週

月
・
木
曜
日
、
少
年
の
部
・
:午

後
5
時
3
0分
～
7
時
3
0分
、
一

般
の
部
・・・
午
後
7
時
3
0分
～
9

時
/
橘
幼
稚
園
内
・
玄
心
館
/

月
額
3
千
枷
円
(
一
般
)
、2
千
7
0
0

円
(
少
年
)
/

▽
堀
切
　
捌

☆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週
木
曜
日
(
中
級
)
、
毎
週

金
曜
日
(
初
心
者
・
初
級
)
、
い

ず
れ
も
午
後
7
時
～
9
時
/
西

部
セ
ン
タ
ー
/
月
額
3
千
円
/

▽
渡
辺
　
Ⅲ
4
8
3
9

掲
示
板

□
水
道
局
か
ら
の
お
願
い

▽
建
物
の
外
に
あ
る
水
逎
管
で

特
に
露
出
し
て
い
る
も
の
は
、

大
へ
ん
凍
結
し
や
す
く
、
十
分

な
防
寒
が
必
要
で
す

。

▽
逎
路
上
で
漏
水
し
た
水
は
凍

結
し
や
す
く

人
や
眼
の
ス
リ

ッ
プ
等
思
わ
ぬ
事
故
が
発
生
し

危
険
で
す

。
逎
路
漏
水
を
発
見

し
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
を

。

連
絡
先
g

・
水
遊
局
足
立
東

宮
業
所
(

　
鳫
2
1
5

恚

、

足
立
西
営
業
所
(

　
脩
4
2
2
1
)

□
昭
和
6
2年
年
度
幼
児
・
児
童

募
集筑

波
人
学
附
禺
盲
学
校
幼
稚

部
、
小
学
部
で
は
、
俔
覚
に
潭

害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
の
募
集

を
し
ま
す
。綢
入
も
あ
り
ま
す
。

出
願
期
間
1
2

月
m
一
日
～
2
0日

募
集
人
員

若
干
名

入
学
選
考
6
2
年
1
月
2
7日

く
わ
し
く
は
、
本
校
幼
・
小

学
部
教
育
相
談
部
(
　
掲
5
4
2
1
)

へ
。

□
統
一
地
方
選
挙
標
語
募
集

采
年
4
月
に
執
行
さ
れ
る
統

一
地
方
選
挙
の
欅
語
を
募
集
し

ま
す
二
入
貫
者
に
記
念
品
贈

呈
)
。

募
集
期
限
1
2
月
2
0曰

申
込
方
法
(

ガ
キ
ー
枚
に
1

点
を
記
入
の
こ
と
(
自
作
・

禾
発
表
の
も
の
に
限
る
)

申
込
先

都
・
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
選
挙
課
(

〒
Ⅲ

千
代
田
区
有
楽
町
2
・
1
0
1

東
京
交
通
会
館
1
0階
)

□
白
色
申
告
記
帳
義
務
者
決
算

脱
明
会

日
時
1
2
月
1
5・
1
6・
1
7日

い
ず
れ
も
午
前
の
部
1
0時
I

正
午
、
午
後
の
部
2
時
I
4

時
、
た
だ
し
、1
7日
は
午
後

の
部
の
み

場
所
・
問
合
せ
先

西
新
井
税

務
署

　
襭
1
1
1
1

□
東
京
都
最
低
賃
金
改
正

東
京
都
巖
吐
賃
金
(
地
域
別

最
吐
賃
金
)
が
1
0月
2
2日
か
ら

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額

▽
日
額
…
3
千

蚓
円
7

時
閧
額
・
:棚
円

※
食
料
品
製
造
業
、
機
械
金
属

製
品
製
造
業
、
卸
売
業
。小
売

業
等
は
別
に
巖
吐
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
東
京
労
働
基

凖
局
賃
金
課
(
　
泪
5
3
7
1
)

ま
た
は
、
足
立
労
働
基
凖
監
篋

署
(
　
眤
1
1
8
7
)
へ
。

□
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
準

備
講
習
(
同
和
対
策
事
業
)

日
時
1

月
1
2・
1
3・
1
4・
1
6

・
1
9・
2
0・
2
2・
2
3日
、
午

唆
6
時
～
9
時
1
0分

場
所

都
立
足
立
高
等
職
業
技

術
専
門
校
台
東
分
校

受
講
料

無
料

申
込
日
時
1
2
月
H
・
1
2日
。

午
前
9
時
～
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

高
等
職
業
枝
術
専
門
校
台
東

分
校
(
都
産
業
労
働
会
館
内
)

　
8
7
6
2
9
6
1

□
足
立
区
内
郵
便
局
カ
ル
チ
ャ

ー
教
室
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)

日
時

来
年
2
月
と
3
月
の
第
1

・
2
・
3
木
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
正
午

場
所

総
合
ス
ホ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
対
象

区
内
在
僅
で
全
回
出
席

で
き
る
方

定
員
2
0

名
(
抽
選
)

申
込
期
限
6
2

年
1

月
1
7
日
(

消
印
有
効
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
北
郵

便
局
(
〒
図
竹
の
塚
3
-
9

・
2
0

　
捌
1
0
3
1
)

、足

立
西
郵
便
局
(
〒
1
2
3西
新
井

本
町
4
1
4
1
3
0

　
8
9
6
2
1
2
2
) K. M. 240, 000


